
一養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用よりー 2018年(平成30年)9月7日金曜日養生所を考える会代表池知和恭

1.『小島養生所q日体育館)検出遺構について』及び『長崎(小島)養生所跡発掘調査
検出遺構』(図面)について

養生所病院遺跡の古与真との比較検討

1.経緯

2017年(平成29年)12月21日木曜日に、私達当会の池知和恭が、長崎市文化観
光部文化財課長大賀史郎様より、長崎市文化観光部文化財課にて、『小島養生所(旧
体育館)検出遺構について』及び『長崎(小島)養生所跡発掘調査検出遺構』(図面)を
手交されました。

2.『小島養生所(旧体育館)検出遺構について』に記載の長崎市文化財課の見解

・小島養生所の北棟と南棟を結ぶ渡り廊下に関する遺構は確認されていない。

・養生所の北棟と南棟の間に、結晶片岩による建物基礎が南北にならんでいるが、本遺
構は養生所の渡り廊下ではない。

3.私達当会の見解に関する長崎市文化観光部文化財課への提示

(1)当会池知和恭は、長崎市文化観光部文化財課室外の長椅子で、当該図面を拝見

し、2017年後半に至って、相川忠臣先生より「養生所の北棟と南棟の間に、結晶片岩

による建物基礎が南北にならんでいるが、本遺構は養生所の渡り廊下であるようだ」と
の見解を聞いていた処、相川忠臣先生の見解の可能性は十分にあると認識し、長崎市

文化観光部文化財課に戻り、長崎市文化観光部文化財課に「養生所の北棟と南棟の

間に、結晶片岩による建物基礎が南北にならんでいるが、本遺構は養生所の渡り廊下
であるように思われる」と伝えました。

(2)2017年(平成29年)12月25日月曜日、私達当会は、長崎市文化観光部文化財

課に、『『養生所/精得館の病院の南北両病棟間平屋建連結棟の建物基礎遺構の遺存
の可能性について』御届けの御案内』及び『養生所/精得館の病院の南北両病棟間平
屋建連結棟の建物基礎遺構の遺存の可能性について』を提出しました。

(3)2017年(平成29年)12月25日月曜日付『養生所/精得館の病院の南北両病
棟間平屋建連結棟の建物基礎遺構の遺存の可能性について』1こ記載の養生所を考
える会の見解

邸訴創

長崎市文化観光部文化財課が作成した『長崎(小島)養生所跡発掘調査検出遺構』に
図示する'B棟"域の"長崎保険組合小島病院の石列溝"1こ囲まれる建物基礎は、標記、

養生所/精得館の病院の南北両病棟間平屋建連結棟の建物基礎遺構である蓋然性が
高い。

(ν6 )



".『養生所/(長崎)医学校等遺跡内の養生所病院一小島病院敷地に於ける長崎市文
化観光部文化財課遺跡発掘調査検出遺構への考古学上傍証資料からの検証の為の

作成図面』 2018年(平成30年)1月28日日曜日養生所を考える会代表池知和恭
について

1. 1 -2-(2)(3)に記した 2m7年(平成29年)12月25日月曜日付『養生所/
精得館の病院の南北両病棟間平屋建連結棟の建物基礎遺構の遺存の可能性につぃ

て』の酪齢兪】【結論の理由】に関連して、『長崎(小島)養生所跡発掘調査検出遺構』(図
面)を基盤に、以下の作図により検討しました。

(1)平面図上に於ける欠損遺構の仮定

①遺構の相似形に着目して仮定する。

i)Bと養生所病院北棟遺構の西部の第一室第二室の単位形態は相似形である。

ii)これにより、Bを含む遺構は、養生所病院北棟と一連の遺構である、と仮定する。

iii) i)ii)により、養生所病院北棟遺構の南に廊下を仮定する。

iv)養生所病院北棟西部に対して、養生所病院北棟東部が対称であると仮定し、養生
所病院北棟を仮定する。

V)養生所病院北棟の西から第三室は、養生所病院のH型配置に関係する階段その

他副次的居室であると仮定する。

Vi)但し、養生所病院北棟の西から第四居室は他と東西幅の規格が異なることに一定
の留意が必要。

②南棟の仮定

i) Bを含む遺構の南端を南棟の北面と仮定する。

ii)北棟を180゜回転させて、i)と北棟の西端を基準に、南棟を仮定する。

③養生所病院のH型母屋の仮定

i)①②により、養生所病院のH型母屋の仮定が完了している。
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(2)平面図上に於ける欠損遺構の仮定に対する古写真との比較

①使用古写真(二葉)

i)長崎大学附属図書館収集の目録番号6678

ア.撮影位置について、養生所病院建物西面側面に対し、垂直方向はほぼ正対し、水

平方向は南方に偏位している。

イ.北棟西から第三室までの遺構と写真の南棟南面の窓の配置を基準に写真の大きさ

を仮定する。

ii)長崎大学附属図書館収集の目録番号MO05

ア.撮影位置について、養生所病院建物南面側面に対し、垂直方向は上方に偏位して

おり、水平方向は養生所病院建物東端でほぼ正対している。

イ.仮定した養生所病院建物の西面に対して、写真の大きさを仮定する。

②平面図上に於ける欠損遺構の仮定に対する古写真との比較

i)長崎大学附属図書館収集の目録番号6678と遺構の比較

ア.平面図上の北棟の遺構と当該写真の南棟は、北棟遺構の西から第三室までよくー

致する。

イ.北棟遺構の西から第四室の遺構の東西幅は、当該写真の南棟の当該位置に比定

する窓の配列の位置と一致しない。北棟の第四室と第五室の東西幅が例外である可能

性がある。

ウ.写真では、南棟は東西が対称形である。

エ.敷地の東面法面の石垣は、写真(明治7年以前)より後世に、現在の東に隣接する

道路幅程西側に後退して改築された蓋然性が高い。

ii)長崎大学附属図書館収集の目録番号MO05と遺構の比較

ア.養生所建物西面位置関係と建物の南北幅及び敷地の南端付近の位置関係と写真

の当該の位置関係はよく一致する。

イ.敷地の北面法面の石垣は、写真(慶応元年以降)より後世(明治11年以降)に、現

在の北に隣接する道路幅の1/2程即ち2m強南に後退して改築された蓋然性が高い。
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(3)平面図上に於ける欠損遺構の仮定と二葉の古写真の整合性

ア.平面図上に於ける欠損遺構の仮定とそれぞれの古写真との関係は、破綻がなく整

合性が取れている。

イ.二葉の古写真の建物の垂直方向の寸法の関係は、撮影位置の正面に対する偏位
を勘案して、ほぼ破綻がなく、整合性が取れている。

2.結論

(1)平面図上に於ける欠損遺構の仮定と二葉の古写真の相互の比較に於いて、ほぼ

破綻がなく、整合性が取れていることより、平面図上に於ける養生所病院建物のH型母
屋の欠損遺構の仮定は、大きな破綻がなく、適切と考え得る。

(2)養生所の北棟と南棟の間に、結晶片岩による建物基礎が南北にならんでいるが、
本遺構は、図面拝見の当初に想定し、本紙で仮定した通り、養生所の病院の北棟と南
棟の連結棟(渡り廊下)の遺構である蓋然性が高い。

(3)養生所の病院の敷地の北面と東面の石垣は、古写真が撮影された後の時代に、

それぞれ後退して改築された可能性がある。

3.問題点

(1)与えられた情報からは、養生所病院の附属建物の様子がわからない。

(2)養生所建物の西面に位置して瓦を垂直に敷き詰めた遺構は、冠木門より北に位置

し、古写真6678にも構造が確認できず、養生所建物及び敷地に附属する構造物とは
考えられない。

(3)養生所建物の西面に位置して柱穴痕が多数確認できるが、その由来が不明である。
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Ⅲ.私達当会より、長崎市文化観光部文化財課様等宛に行った、養生所/(長崎)医学
校等遺跡に関する、長崎市文化観光部文化財課と私達当会との見解の相違に関する、

過去の申入れについて

1.私達当会は、最近の過去、長崎市文化観光部文化財課様等へ、養生所/(長崎)医
学校等遺跡に関する、長崎市文化観光部文化財課と私達当会との見解の相違に関し
て、下記の申入れを行いましたが、長崎市の理事者である長崎市文化観光部文化財課

より、私達当会に対して、当該申入れに対する連絡及び具体的な回答は、ありません。

(1)『『養生所/(長崎)医学校等遺跡への長崎市文化財課と養生所を考える会の見解

の相違の概略』(資料:メモランダム:2017年(平成29年)11月16日木曜日作成)提

出と関係する要望』

長崎市文化観光部文化財課長大賀史郎様

2017年(平成29年)11月20日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

(2)『長崎市文化観光部文化財課への"養生所/(長崎)医学校等遺跡への長崎市文

化財課と養生所を考える会の見解の相違の概略』(資料:メモランダム:2017年(平成

29年)11月16日木曜日作成)提出と関係する要望』提出の御案内』

長崎市議会議長野口達也様

2017年(平成29年)11月20日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

(3)『『養生所/精得館の病院の南北両病棟間平屋建連結棟の建物基礎遺構の遺存の

可能性について』御届けの御案内』

長崎市文化観光部文化財課長大賀史郎様

2017年(平成29年)12月25日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

(4)『養生所ノ精得館の病院の南北両病棟間平屋建連結棟の建物基礎遺構の遺存の

可能性について』

長崎市文化観光部文化財課長大賀史郎様

2017年(平成29年)12月25日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

2.私達当会は、長崎市文化観光部文化財課長課長大賀史郎様に、本紙に関する、養

生所八長崎)医学校等遺跡についての、長崎市文化観光部文化財課様と私達当会の

見解の相違につき、意見交換を行うよう再度要望します。
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IV.添付資料

『小島養生所(1引本育館)検出遺構について』

(2017年(平成29年))長崎市文化観光部文化財課

2.『長崎(小島)養生所跡発掘調査検出遺構』(図面)

(2017年(平成29年))長崎市文化観光部文化財課

3.『養生所/(長崎)医学校等遺跡内の養生所病院一小島病院敷地に於ける長崎市文

化観光部文化財課遺跡発掘調査検出遺構への考古学上傍証資料からの検証の為の

作成図面』(A)

2018年(平成30年)1月28日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

改訂2:2018年(平成30年)8月15日水曜日養生所を考える会代表池知和恭

4.『養生所/(長崎)医学校等遺跡内の養生所病院一小島病院敷地に於ける長崎市文

化観光部文化財課遺跡発掘調査検出遺構への考古学上傍証資料からの検証の為の

作成図面』(B)

2018年(平成30年)1月28日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

改訂2:2018年(平成30年)8月15日水曜日養生所を考える会代表池知和恭

5.『『養生所/(長崎)医学校等遺跡への長崎市文化財課と養生所を考える会の見解

の相違の概略』(資料:メモランダム:2017年(平成29年)11月16日木曜日作成)提

出と関係する要望』

長崎市文化観光部文化財課長大賀史郎様

2017年(平成29年)11月20日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

6.『長崎市文化観光部文化財課への『『養生所/(長崎)医学校等遺跡への長崎市文

化財課と養生所を考える会の見解の相違の概略』(資料:メモランダム:2017年(平成

29年)11月16日木曜日作成)提出と関係する要望』提出の御案内』

長崎市議会議長野口達也様

2017年(平成29年)11月20日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

フ.『『養生所/精得館の病院の南北両病棟間平屋建連結棟の建物基礎遺構の遺存の

可能性について』御届けの御案内』

長崎市文化観光部文化財課長大賀史郎様

2017年(平成29年)12月25日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

8.『養生所/精得館の病院の南北両病棟間平屋建連結棟の建物基礎遺構の遺存の

可能性について』

長崎市文化観光部文化財課長大賀史郎様

2017年(平成29年)12月25日月曜日養生所を考える会代表池知和恭
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小島養生所跡(旧体育E旬検出遺構について

・小島養生所跡の北棟と南棟を結ぶ渡り廊下に関する遺構は確認されていない。

・養生所の北棟と南棟の間に、結晶片岩による建物基礎が南北に並んでいるが、本遺構は養生所の渡り
廊下ではない。

【理由】

・建物基礎の南北両端はいずれも東西方向に曲がっており、南北棟とは連結してぃない。

・建物基礎の西側は、小島養生所の西側敷地ラインを越えている。さらに建物の平面プランは梅毒病院

の絵図と一致しないことから、梅毒病院廃絶以降に設けられた遺構であることが判明する。

・建物基礎の外周には石列溝が伴っており、寄棟造りの屋根をもった建物遺構と推定できる。

石列溝の士中からは、電線の碍子(がいし)やビー玉など昭和期の遺物が出土している。養生所時

代であれば明治10年代、梅毒病院時代を含めても明治20年代までの遺物しか出士しないはずであり、

これらの遺構は昭和期まで存続していたものと考えられる(旧体育館は昭和32年に建設)。

昭和Ⅱ年の『長崎県史蹟名勝天然記念物第八輯』には下記の写真が掲載されており、検出遺構や出

士遺物からみて、「長崎保険組合小島病院」時代の可能性が高い。
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長崎市議会議長
野口達也

長崎市文化観光部文化財課への『『養生所/(長崎)医学校等遺跡への
長崎市化財課と養生所を考える会の見解の相違の概略』

メモラン、ム:2017年(平成29年)11月16日曜日作成)提出と関係する要望』(資料
提出の御内

ム達は、長 0市化観光部文化財きに、養生所/(長崎)医学交等遺跡の存。保三萎
=備0公開に関して、2017年(平成29年)11月17日金曜日に『養生所/(長崎)医学校
等遺跡への長崎市文化財課と養生所を考える会の見解の違の概略』(資料.メモラ
ンダム:2017年(平成29年)11月16日木曜日作成)等を提出し、2017年(平成29
年)11月20日月曜日に『『養生所/(長崎)医学校等遺跡への長崎市文化,課と養生
所を考える会の見解の違の概略』(資料:モラン、ム:2017年(平成29年)11月1
6日木曜日作成)提出と関係する要望』を提出致しました。

件、御連絡いたします。資斗御一読下されぱ嬉しく存じます。

2017年(平成29年)11月20日月曜日

養生所を考える会代表池知和恭゛

『『養生所/(長崎)医学交等遺跡への長崎市文化財課と養生所を考える会の見解の
ヨ違の概略』(資料:メモランダム:2017年(平成29年)11月16日木曜日作成)提出と
関係する要望』

2017年(平成29年)11月20日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

添付資料

以上

( 1/1 )



長崎市文化観光部文化財課長
大賀史郎様

『養生所/(長崎)医学交等遺跡への
長崎市ヒ財課と養生所を考える会の見解のR違の概略』

(資料:メモラン、ム:2017年(平成29年)11月16日曜日作成)提出と関係する要望

1.『養生所/(長崎)医学校等遺跡への長崎市化財課と養生所を考える会の見解の
違の概略』(モランダム)の長。市化観光部化,課への提出

2017年(平成29年)11月17日金曜日に、ム達は、長崎市文化観光部化財課に、
『養生所ノ(長崎)医学交等遺跡への長崎市文化財課と養生所を考える会の見解の相違
の略』(資料:モランダム:2017年(平成29年)11月16日木曜日作成)を提出しま
した。

2017年(平成29年)11月20日月曜日

養生所を考える会代表池知和恭

当該資料は、私達が、2016年(平成28年)9月7日水曜日以来2017年(平成29年)
9月7日曜日までに長崎市議会議長に五つの陳情書を提出し、2m7年(平成29
年)2月14日火曜日及び2017年(平成29年)2月20日月曜日に長崎市長ほか各位
への二つの要望書を提出し、2017年(平成29年)7月10日月曜日より長崎市理事者
各課長に三つの要望書を提出し、長崎市文化財課長にの資1及゜要望書を提出
し、2017年(平成29年)3月末に、長崎市化観光部文化財き,と電話連絡を取り、
4月に入ってから面談し、養生所/(長崎)医学文等遺跡への所見について最初の意見
交換を行って以来、2017年(平成29年)9月末までの長崎市文化財きによる当該遺跡
発掘調査の後に2017年(平成29年)10月6日金曜日に長崎市文化財課による私達
への現地説明会が開催されて当地にて質問及び意見交換を行った処、又その他、長崎
市文ヒ財課と養生所を考える会双方の養生所/(長崎)医学校等遺跡への所見にっい
て今だ一致に至らない事項の概略をメモランダムにて作成したものです。

私達は、養生所/(長崎)医学文等遺跡の保存と、公共工事である開発事である旧長
崎市立佐古小学校と旧長崎市立仁田小学校の新設合併により設立されて現在仮に旧
長。市立仁田小学文で運営されている長。市立仁田佐古小学校の為の当該遺跡地で

ある旧長崎市立佐古小学校地での校舎等施設解新工事び当該学校建設の付
帯事項として行う当該学校運営に直結する目的を有しない当該遺跡地を削減して行う
当該校地外周道路拡幅建設工事の調=の局面に於ける、機を逸する弊害を避けるた
めに、取り急ぎその概要をメモランダムにて作成しました。

当該資料は、長崎市文化財課より養生所を考える会への説明、文化財課と弊会との意

見交換等の事の進捗に応じて、漸次、整理補足して紙面を刷新する予定である旨を
御了承下さい。又、ご指導下さいますようぉ願い申し上げます。

(ν3 )



2.要望

(1)要望の背景

①遺跡の形成や用途や変遷や存在等の実態に関わる事実は、唯一つです。

私達は、当該遺跡の所有者で取り扱いの管轄者である長崎市は、長崎市文化財課や
養生所を考える会や也の世上の各位の遺跡の実態への所見や見解への情報を収集し、
各位の遺跡の実態に関わる一定の共通認識を形成する措置を講ずるべきであると考え
ます。

ム達は、共通認識形成への努力にもかからず、当該遺跡の稼働する時代から現代ま
でに時間が経過していることや遺跡が変更を経ていることより、遺跡の実態につぃて共
通認識が形成され得ず数の見解が成立する場合には、当該遺跡の取扱いに関係す
るあらゆる局面において、違する双方の認識、見解を併記して、双方の見解が共に関
係者に理解されるべきである、と考えます。

②私達は、一般に、遺跡の実態に関わる所見、見解について世上に多'の不一致、見
解の相違が存する事実は、世上において調査が不十分且つ共通認識形成への工呈が
完了しておらず故に世上において遺跡の実態の把握認識が的確に行われていない
相を示唆する、と考えます。

私達は、長崎市における当該遺跡の{態把握への工程の採択や態への認識が的確
でないゆえに、長崎市の文ヒ財行政である当該遺跡の保存と当該公共工事である開発
事との調整において的確でない決定や取扱いが採択される事態を懸念しています。

長崎市におかれましては、文化財行政である遺跡保存と開発事の調整の工程と行政
判断の的確な採択と実施の為に、当該要望について前向きに御検討のうぇ施いただ
けますようにお願い申し上げます。

(2)要望事項

①私達は、長崎市に、当該遺跡の{態の把握、認識について、長崎市文化財課、養生
所を考える会、その他の各位間における見解の相違について、見解と情報の交換と討
議の機会を設け、関係各位間に共通認識を形成する工程としての措置を講ずる事を要
望します。

②私達は、長崎市に、関係各位の努力の結、当該遺跡の稼働する時代から現代まで
に時間が経過していることや遺跡が変更を経ていることより、遺跡の実態につぃて共通

認識が形成され得ず複'の見解が成立する場合には、当該遺跡の取扱いに関係する

あらゆる局面において、口違する双方の認識、見解を併記して公示し、双方の見解が共
に関係者に理解される措置を講ずる事を要望します。
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③私達は、長崎市に、紙2-(2)一①、②の工程が完了して見解の一致と並立が成
立するまでの期間、以下の措置を講ずる事を要望します。

a)現存する養生所火長崎)医学校等遺跡について、その一部でも損壊や滅失によって
失われる措置を採択し又は実行しない事。

b)長 0市長、長。市役所の各関係部署、長。市化,審議会、長崎市議会、長崎市
民に、当該遺跡の{態の認識と所見と見解に、複'の各位に相違が見られ、共通の又
は並立する認識を確定して得る為の工呈が完了しておらず、当該遺跡の取扱いの過去
のj 定の施と新たなj 定の採択と施ができない事を周知する事。

C)長 0市長、長 0市、及び、長崎市以外、即ち、長崎市化財審議会、長崎市議会
長崎市民、他の各位や組織に会議や遺跡の現地で当該遺跡の実態の説明を行う場合
には、相違する見解の保有者を参考人等として招致し複数者の相違する見解にっいて
説明を行わせる事。

参考人等としての招致が規則上できない場合には、有者に代わって長崎市が複数者
の g違する見解を説明する事

④私達は、長 0市に、紙2-(2)一①、②の工呈の完了に伴って、従来の長崎市の
当該遺跡と当該開発事業との調整と当該遺跡取扱いの艮拠である長崎市文化財きの
当該遺跡の{態への認識と所見と見解が修正されれぱ、修正に応じて、過去の長。市
の当該遺跡取扱いの決定と措置を耳外ガ肖し、爾後、修正された長,市文化財課の当該
遺跡の実態への認識と所見と見解に基づいて、新たに当該遺跡の保存と当該開発事
との調整に取り組み新たに当該遺跡取扱いの決定と措置を採択し実施する事を要望
します。

3.添付資料

①『資料送寸の御内』

2017年(平成29年)11月17日金曜日養生所を考える会代表池知和恭

②『養生所/(長崎)医学校等遺跡への長崎市文化財きと養生所を考える会の見解の相
違への概略』(一式)

2017年(平成29年)11月16日木曜日養生所を考える会代表池知和恭

③『養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存0整備0公開につぃて』(一式)
2017年(平成29年)11月5日日曜日養生所を考える会代表池知和恭
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3.長崎医学校第十二敷地建物略図佃彫台15年現在)
『長'・医学百年史』発行長大学医学部「長・医学の百年」中西啓
昭和三十六年三月三十一日発行

北敷地優崎県長崎市西小島町16)の北面の西部の石垣の実測、及び既存の図面との比較
2016年(平成28年)12月4日日曜日養生所を考える会代表池知和恭
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3.長崎医学校第十二敷地建物略図伊勗台15年現在)
『長崎医学百年史」発行長大学医学部「長・医学の百年」中西啓
昭和三十六年三月三十一日発行
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也優崎県長崎市西小島町16)の西面の北部の石垣実測、及び既存の'
2016年(平咸28年)12月4日日曜日養生所を考える会
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養生所/(長崎)医学支等'生の保存・保護二整備・公開にっい
養生所は、幕末、幕府が行う長崎海軍伝習のうちに成立C子二医學伝會が、海軍伝習閉
鎖後、幕府により独立、佐古の丘に設立され、精得館、明治に入り長崎府医学校等とな

り現代の長崎大学医学部や薬学部に継承されます。長崎海軍伝習では、同時に、飽の

浦に長崎製鉄所修"ゐ靖斐立され、明治中期以降三菱長崎造船所に継承されます。

医学伝習は日本で最初の近代西洋医学の教育、養生所はアジアで最初の教育病院
附属の医学校、長崎製鉄所は日本で最初の蒸気動力で稼働する近代西洋式工場です。
長崎海軍伝習は、幕府による近代西洋海軍力の創始であり、日本開国即ち条約による

国交樹立と開港による自由貿易による国力の蓄積、その基盤となる日本で最初の体系
的な近代西洋科学技術の導入で、幕府とオランダ国の協力による日本で最初の国際協

業で雄藩も参加、日本の国として初めて具体的な西洋文明の受容に取組み成功します。
長崎は蘭学の成熟東漸等江戸と結ぶ日本開国の母体/前線の軍事/情報/交易の都市、
日本開国や長崎海軍伝習は幕府による世界国力均衡中日本の存亡を賭けた国策です。

マルクスはエンゲルスに書簡で日本の開港を資本主義が地球を一巡したと注目します。

長崎海軍伝習と継承する施設で育った人々は、太平洋横断航海、幕府による関東での

フランス人の協力による横浜製鉄所及び横須賀製鉄所'*海鵬 現アメリカ軍須賀地、明治四年に日本

加"謂繰議二の建設と運営1彫台以降の近代海軍、大学/文部省の設置と東京大学以下

教育、鉄道、造船/重機械工業、天文台と気象台、灯台と水路、医制V衛生行政ノ薬事行政、
博愛社惟畔針字初設立と、各界で近代日本の体制整備と世界水準の発展に貢献します。

長崎海軍伝習と医学伝習から養生所/精得館、長崎製鉄所、横浜製鉄所及ぴ横須賀製
鉄所の歴史は、近代日本の基盤となり、私達の現代の生活に直結する歴史です。

幕府の近代西洋科学技術導入の事業は現在もよく創業の地に継続して運営され、故に、

当時の姿を残存するのはほぼ"養生所/(長崎)医学校等遺跡"のみと考えられます。

当該遺跡は、江戸期から明治期、現代初頭にかけて人々が活動した痕跡を、その活動
期間の主要な活動の全ての活動空間の範囲を中核地域である建物敷地と外周道路に

包含して現存し、一帯に主要な遺構と遺物が散在し、写真図面文献等資料も充実し、推

移と原状をほぽ息、測無く知ることができる、遺跡として完全な姿を有する遺跡です。

私達は、日本の近代現代を、中世の精神生活の変化等連続した道程によると捉えます。

2017年10月21日土曜日日本経済新聞は文化蘭で『文明開化の音江戸後期から』『「明

治維新を機に近代化」より「連続性」重視』と題し、近年、日本の近代化、経済大国の原
流について、政治体制の「断絶」より社会思想経済等様々な分野で「連続性」を重視する

研究が主流になっている、2018年の明治150年に向け新たな視点に基づく出版が相次

いでいる、と三点の著作を例示し動向を伝えています。中世の研究にも進展があります。

私達は、当該遺跡について、医学は主に概念であり遺構として地味ですが、日本の開

国の遺跡であり近代西洋科学技術導入史上の近世から近代への「連続性」を表現する

日本と世界で唯一の遺跡、土地造成と建物等の推移の精度ある情報提供と憶測の余

地のない土地の造形の再建が可能な、遺跡として完全な存在であり、最初の病院は外

国人けシ知力靖受計した日本で最初の建築である可能性を含み、特徴ある基礎を有し、

完全性と真正性を潜在、我が国の歴史の正しい理解のために欠かせず日本と世界の

人々にとって歴史上学術上価値が特に高い重要な遺跡、『長崎と天草地方の潜伏キリ

シタン関連遺産』と間接に、世界遺産『明治日本の産業革命遺産』へ直接に連続し、文

部科学大臣が指定する『特別史跡』及び包含する特徴ある基礎は『重要文化財』及び活
用として新たに長崎より提案が可能な『日本遺産』の中核を構成する資産として相応しく、

世界に過去から現在迄の日本の国の在り方を発信する基盤となる遺跡と考えます。〆



長崎市,ヒ観光部化財課長
大賀一郎

生TJ/1乍摂の#;の脚
牛 d)口 tヒ旨

標記の牛、別添『養生所/精得館の病院の南北両病間平屋建連結棟の建物基礎遺
の遺存の可能性について』を御届け致します。内容を御確認ください。

【結論】については、'『小島養生所(旧育館)検出遺構について』の記述と相違致し
ますので内容について御討下さい。

また、見解の違の克服と共通認識の形成の為に、下記要請いたします。

以上

2017年(平成29年)12月25日月曜日

養生所を考える会代表池知和恭

1.弊結論等への貴見解を御回答下さい。

2.幣問題点について御対応下さい。

3.識者より「提示された資 1からはどちらとも判断できない」との見解もあります。

①九州考古学会による養生所/(長。)医学支等'▲跡の現地確認、及び、長崎市等との
関連する情報と見解の交換を要請します。

②九州考古学会による養生所/(長崎)医学交等遺跡の現地確認、及、、長崎市等との
関連する情報と見解の交換には、養生所を考える会をはじめ当該遺跡存の要望を表
明する団体等の関係者の同席と参加を要請します。

③実施時期にっいては2018年(平成30年)1月中を目途とし、複数の実施日"の提
案をお願いします。貴日程提を以って九州考古学会その他の関係者と日程調整致し
ます。

、

[要請事項]

ノミデ*生の

1.『養生所ノ精得館の病院の南北両病間平屋建連結の建物基礎遺の遺存の可
能性について』

2017年(平成29年)12月25日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

2.『長。の養生所/長。医学校等遺跡の存と活用について』

2017年(平成29年)12月24日日曜日養生所を考える会代表池知和恭
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長崎市文化観光部文化財課長
大賀史郎様

生,'/""白ヨ; 4

結論

長崎市文化観光部文ヒ財課が成した『長崎(小島)養生所跡発掘調査検出遺構』に
図示する"B棟"域の"長崎保険組合小島病院の石列溝"1こ囲まれる建物基礎は、標記、
養生所/精得館の病院の南北両病間平屋建連結の建物基礎'皇である蓋然性が
高い。

d)朧写』

2017年(平成29年)12月25日月曜日

/倉■■
養生所を考える会代表池知口恭

如■

結論形成の経緯

池知恭が、2017年(平成29年)12月21日木曜日に長。市文化観光部文化課
長賀史郎より『小島養生所(旧育館)出遺にっいて』及び『長崎(小島)養生
所跡発掘調出遺』を手交されその内容にっいて討し、当該結論を形成した。

結論の前提及ぴ前提となる私達の推測

(1)養生所の医学所と病院の建物は文久元年(1861年)に竣工した。

(2)"長 0 険組合小島病院"の"A "ほ、文献資'1及び一連の古写真の観察より、明
治22年頃に建設されたと推測する。

(3)"長崎保険組合小島病院"の"B "ほ、文献資料及び一連の古写真の観察より、明
治22年頃の後より後明治45年3月までの期間に建設されたと推測する。
管見の範囲では"長 0保険組合小島病院"の"B "の古写真での初出は『第二回(長
崎市佐古尋常高等小学文)尋常科高等科卒業生明治四十五年三月』、に『一十二
回(長崎市佐古尋常高等小学校)卒業生0大正十一年三月』及び『昭和十一年長崎県
蹟名勝小、記念物一八輯所収「西洋學發祥地遺跡(現長。保険組合小島病
院)」』等がある。

、^

即跡

の口
白、" E

について

(4)添付しない文献資料及び一連の古写真の観察より、『長崎徽毒病院図面』は実施さ
れなかったと思料する。

また、今回、『長崎徽毒病院口面』の"A "付近の建物の構想は、"Aキ"の建物基礎遺
構と一致しないと観察する。

、
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結論の理由

(1)当該建物基礎の北端部は、図面の平石の配列より、昭和32年に建設された旧佐
古小学交の育館棟のコンクリート製型十基礎造のために寸断されているように見
える。

当該建物基礎は、さらに北方に連続していた可能性がある。
(残存する当該建物基礎の北西隅付近の平石の配列とのT字型連接部及びL字型連
接部及びその中間の平石の配列との比較より、北西隅付近の平石の配列はのT字
型連接部に類似することから、当該建物基礎は北方に連続していたと推測する。)

(2)当該建物基礎の居室部分の寸法規は、"小島養生所時代の遺聟'の寸法規は
似している。

"A棟"の建物基礎の寸法規格は、当該建物基礎及、"小島養生所時代の遺構"の寸法
規格と似しない。

(3)添付古写真の慶應期の養生所の病院の二階建南北量病(北棟に↓aを附す)間
の平屋建連結棟の西方向位置は、当該写真観察の結果、両西方向中央よりゃ
や東に,つている。

この位置関係は、"小島養生所時代の遺聟'と当該建物基礎即ち"B "域に包摂される
建物基礎の位置関係と相似的である。

(4)"長崎保険組合小島病院の石列溝"ほ、"A棟"域の子、"B "域東部の凹凸より、
原則として建物形状外周に沿っていたこと、特に南北方向の溝は屋根端下付近にあっ
たこと、東西方向の溝は敷地の主要石溝列として建物間を連続して連結し建物よりゃや
遊離する傾向があることが推察される。

"B棟"域に包含される当該建物基礎は、同じぐ'B "域の"長崎保険組合小島病院の
石列溝"との位置関係に於いて、東部に距離上の又形状上の遊離が著しい。

,,

"B "0の", ^ノ、 の石 1'"1こ た、ψと",夛'、、ιi,る林、

の二つの聿がしたと輿、る

(6)養生所病院の北病を"小島養生所時代の遺構"北部の建物基礎遺董及びその内
側に、"B "域の建物基礎遺構東部を一連の建物の廊下幅と仮定して、同じ幅の廊下
を仮定し、南病棟をその北面を'B "域の建物基礎遺構の南端に仮定し北病の南北
対を仮定した位置関係は、慶應年間の西則正面の写真、明治四年頃と想定できる南
西からの写真、明治11年以前頃と想定できる南からの写真に定着された施設画象
の位置関ハと相似的である。

(5)添寸古写真の慶應期の養生所の病院の二階建病棟の建物(北に↓aをすす)と、
明治45年3月の県立長 0娼妓病院及ぴ大正れ年3月の県立小島病院(正7年より
県立小島病院)の二階建"B "の建物(↓bを附す)の幅にっいて、同じ二階建であるこ
とより推しでB "の建物のほう力沖冨が広いと観察する。
この観察は、結論の理由(4)の観察と一致する。
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(フ)"B棟"0の建物基礎遺董が示す居室配置は、添付古写真の慶應期の養生所の病
院の南北両病間(北に↓aを、す)平屋建連結の屋根の西側正面中央付近に位
置する風屋根と見える画像の状況例えぱ病院の玄関等と関連性がある可能性があ
る為討を要する。
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【問題点

(1)当該建物基礎の性格を判断するためには、除去した土の状態、立面図、断面図が
必要でるが、係る資料の提示はない。

発掘成の資料提示によって説明されるべきと思料する。

(2)"小島養生所時代の遺ι"の玉砂利基礎と"A "の玉砂利基礎にっいて、造時
代が異なることから、ι造上の、三違があるか、大賀課長及び同席の扇浦学芸員に質問
したが、答えが得られず、調査中との回答がりました。
発掘成果の資料提示による回答をお'、ちします。

(3)『昭和十一年長。県史蹟名勝然記念物第八輯所収「西洋學發祥地遺跡
(現長崎保組合小島病院)」』では、"B棟"の北側に一三の建物が観察できる。
『長崎(小島)養生所跡発掘調査検出遺』では一三の建物の建物基礎遺は検出さ
れていない。

第三の建物の建物基礎遺構が出されていない事は、存在を仮定する"B "域の"長
崎保険組合小島病院の石列溝"1こ沿った来の"B "の建物建築基礎が出されて
いない事と、同じ事象を示唆している可能性がある。

明治2年以前の建物基礎が遺構として出されやすい構造を持っことに対して、明治
後半期以降の建物の建物基礎は遺として出されにくい造を持つことを示唆しない
か。

この事象につき、当該遺跡の対象期間でる文久元年から昭和28年までの期間の建
基礎の変遷を念頭に、発掘成のその他の資料提示によって説明さるべきと思料
する。

(4)列溝の性格を確定するためには、傾斜や敷地外への連続性を確認することが必
要であるが、平面面からは確認できず、説明もない。

"A棟"域西部と南部で石列溝が断裂しているが、なぜ、断裂しているか、図面からは理
解できず説明も無い。

石列溝の配列と性は、建物の位置関系の想定等にも関係する。
発掘成果の資料提示によって説明されるべきと思斗する。

(5)結論の理由(フ)にっいては更に詳細な資 1観察そのの討を要する。

(6)結論形咸の経緯(4)にっいては、従前より資料添付して連絡していますので貴
見解につき御回示下さい。
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(フ)『長崎(小島)養生所跡発掘調出遺』の図面では、『昭和十一年長崎県蹟
名勝然記念物一八輯所収「西洋腎學發祥地遺跡(現長。険組合小島病院)」』
の写真に定着している"A棟""B棟""第三の建物"の画像の[態が確認できない。
'『長'徽毒病院図面』に描かれる病院館の態、その他、当時の建物敷地外に描
かれ現在は旧小島病院敷地内即ち現在の旧左古小学交の育館棟敷地内に嘗てあっ
たと聞く井戸の態が確認できない。

現状の調き報告では、既存の写真や絵図や云承への的確な実証比較ができない。
この点、らに調.範囲をも拡張し、既存資料伝承への証調が必要と思料する。
結=は、発掘成"の資斗提示によって説明されるべきと思 1する。

(8)養生所/(長 0)医学交等遺跡の中 X 域は旧長崎市立佐古小学、の敷地とその
外周道路より形成されることはこれまでの陳情書等で指摘しました。
各位よりの複数の要望書でも養生所から長崎の医学校等にっいて即ちその全ての範
囲と時てが当該遺跡保存の要望の対象と認識されています。

これまでの長崎市の当該遺跡の発掘調査や報告資料は、既存資'斗や伝承との証比
較もできず、遺跡の価値付けや学術的研究の基礎資料として応えているとは考えら
ません。

現存する遺跡にっいては、発掘調査を行い、そのの調査を遂行し、遺跡全の変遷
を含めた遺跡の実態や性、'を明確にし、広く現在と来の関係諸氏へ、既存資 1や云
承との実証比較や遺跡の"直寸けや学術的研究の基礎資、を提共する事がヒ財行
政の努めであると思します。

当面は、長'市民の日常生活に支障が出ない旧長崎市立佐古小学校の敷地の範囲内
に於いて、発掘等調きを行い、そのの調きを遂行し、斯界の用益に、成果の資半村是
示によって応えるべきと思ご、します。

しかるべき後、東西の有識者に広く遺跡の評西を求め、遺跡の実態と性・'を確認したう
えで、遺跡の価値付けを行い、長崎市民に広く一連の事象を報告し、文化j 保護法と遺
跡への共通認識を形成し、その上で、行政上の遺跡の取扱いにっいてゞ.討されるべき
と思料します。

系る遺跡に対する態を備えず遺跡の破壊が先行して遺跡に浸潤する事がってはな
らないと思料します。
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添付資料】

(1)資料:『小島養生所(旧体育館)検出遺構について』

(2)資料:『長崎(小島)養生所跡掘調検出遺剤

(3)資料:『長崎(小島)養生所跡発掘調出遺構』("B棣域の建物麹楚構の部分拡大)

(4)写真:慶應年間の撮影と推測する精得館の西からの写真

(5)写真:『第二回尋常科高等科卒業生旧月j台四十五年三月』(長崎市佐古尋常高等小学樹

(6)写真:『第十二回卒業生0大正十一年三月』(長崎市佐古尋常高等小学校)

(フ)写真:明治四年頃の撮影の長崎県病院医学校と推測する南西からの写真

(8)写真旧彫台11年以前頃の撮影の長崎病院医学場と推測する南東からの写真

以上
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小島養生所跡(旧体育a旬検出遺構について

小島養生所跡の北棟と南棟を結ぶ渡り廊下に関する遺構は確認されていない。

養生所の北棟と南棟の間に、結晶片岩による建物基礎が南北に並んでいるが、本遺構は養生所の渡り

廊下ではない。

【理由】

建物基礎の南北両端はいずれも東西方向に曲がっており、南北棟とは連結していない。

建物基礎の西側は、小島養生所の西側敷地ラインを越えている。さらに建物の平面プランは梅毒病院

の絵図と一致しないことから、梅毒病院廃絶以降に設けられた遺構であることが判明する。

建物基礎の外周には石列溝が伴っており、寄棟造りの屋根をもった建物遺構と推定できる。

石列溝の士中からは、電線の碍子(がいし)やビー玉など昭和期の遺物が出士している。養生所時

代であれば明治10年代、梅毒病院時代を含めても明治20年代までの遺物しか出士しないはずであり、

これらの遺構は昭和期まで存続していたものと考えられる(旧体育館は昭和32年に建設)。

昭和Ⅱ年の『長崎県史蹟名勝天然記念物第八輯』には下記の写真が掲載されており、検出遺構や出

士遺物からみて、「長崎保険組合小島病院」時代の可能性が高い。
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